




































































































































































































品 (テクスト)のことであって、かつてドイツ語で “schiine Literatur"と、




























はめずらしい「文学についての学 (science de la litt畿洵に)Jという呼び名
を表題に含む書物を著しているミショー も、広い意味での文学に対して厳
































































































































































































































































































































































































































































































で、「文学についての知 (WissenvOn der HttatuD」をI「文学についての学
(Wissenschatvon der勁厳atur)、Π 「文学批評 (1■∝征isolle IGl■k)J、IⅡ 「文
学の哲学」、特に「文学作品の存在論」、という三つの部門に区分している。そ
して彼はIをさらに1.個別文学作品の記述、2文学類型の記述、3.文学史、
という三つの部門に区分している (Roman lngarden,"Anhang Gegenstand und
Aufgabcn des,Wissens von dor Lioratur“`,Deutsch v Ro Fおguth,Gaganstα″′″″′
И7/gαレ″″′Lf″ra″rwiss′″saJjびらЪbingen:Nemeye■1976,1‐28)。






































ない。なお文学性 という概念についてはたとえば Mrcea Marghescou,Z′οοル
σttrルlitt`“″彪,IIIle Hague:Mouton,1974を参照。
(15)以下に関して詳しくはたとえばRen6 Wcllct“Litcrature and tt Cogndesメ'Dfι‐






",praec ib 2 cap 4,効
σ%οtts
グFra″οおB“οろFaksimilc‐Neudmck der Ausgabo von Spedding,Ellis and Heatll,
















αルs,Oοtrッ´′s οο7PIPr′′sd。ル″da,,■′Lα βα″ο″″ι dtt Sra●1‐Hoおr′′孔t l,Paris,
1861(Gettvo Slattne Repr,196つ,sp60 200





1938‐42(これ は同 じ著者 の Lirarα′″慇′Sι″た″r′ ルィル″rsιみ′″Sra初711ι"″′
二α渤蛯たル″,4 Bde,Regensburg Habbel,1912‐28の第 4版に相 当す る).
(20)Herbert sddler2,ルtaatu tKJai″s″r rdisarl“zはぁ4Bd 3,Bcm:Frmに41966






























































































存在するものの論議に限られている」ものである (RIcllard CTreen M∞■oll,動′
Й ル″ Sr″ げ″rο
“












動的文学 llloating lierattlre)」と「固定的文学 Cflxcd li"rature)」とに三分しな










(37)この思想はヘルダーにおいて処女作 (Johatul Gofried Herdcr2あαル ″ι″′″
ル″rsοみ′z′″″″ちS伽,■rri。″′Иマ″滋,hrsg v Bemhard Suphan,Bd.1,Berlh,1877,
131‐531[Ⅱildesheh:O■ns,o.I])以来くりかえしみられるものである。
o8)Wilpet,薄tOratur`,αα0




























れ 9P′″ ″Bι″οルr●CЮοο,EdLime cconolnicちvol.6,
Rorna:Lterzち1966,sp6c Parte l etII
(53)Kayser9 α α 0 16[カイザー、前掲訳書9]
(54)PttmSeL α α 0 65f
*ただし Ktte Hamburger9 Di′Z電諸″rDた力rfrprg,Stuttgatt:Klett,21968[ケーテ・
ハンブルガ 『ー文学の論理』植和田光晴訳、松籟社、1986]は、言語の言表体
系という見地に立って、「虚構的ないし再現的ジャンル」(これはさらに「叙事
的フィクション」と「劇的フィクション」という二種類に分かたれる)に対し
「抒情的ジャンル」は「現実言表」に属するとしている。彼女のこの説は示唆
には富むが、結論的には同意しがたいものである。
附記
引証した文献のうちで邦訳のあるものについては、先学への敬意と参照
の便とのため CQuis kgr)つとめてその旨を記すようにしたが、訳語や訳
文はときに自由に変えた。
